






要約:川崎病の罹患が成人病とくに虚血性心疾患の危険因子となりうるか否かを明らかに

する研究の一環として、急性期ならびに発症後1年以上を経た遠隔期川崎病罹患児を対象

として、線溶系因子と可溶性トロンボモジュリンを測定したところ、線溶系の抑制と血管

内皮細胞障害の存続が示唆された。我々はすでに遠隔期川崎病罹患児で血小板と凝固系の

活性化が観察されることを報告しており、川崎病の罹患は虚血性心疾患の危険因子と考え

られる。 


